






























































「“ 女性的 ” 領域と日本美術の影響下における
近代イギリス住宅のアイデンティティとデザ
イン」を発表した。「新しい帝国主義」分科
会では，９月５日に菊池裕子氏が「大日本帝
国の工芸と工芸デザインにおける日本的とい
う概念」について，続いて石川義宗氏が「オ
リエンタリズムと近代デザインにおける東洋
の工芸」についての研究を発表行った。
　今回の ICDHS は南米での開催で，遠く離
れたアジアからの参加者は非常に少なかった。
菊池裕子氏，サラ・ティズリー氏も含めるな
らば８名の日本からの参加者はむしろ多いほ
うだといっていいだろう。ICDHS へのアジ
アからの参加は，2008年に大阪で開催され，
40数名の日本人を中心に50名を超えるアジア
からの参加者が研究発表を行った第６回会議
以後，第７回のブリュッセル，第８回のサン
パウロと大きく減少している。次々回の開催
候補に中国や台湾も非公式に挙げられてはい
るが，仮に実現しても，それが過ぎて再び中
南米を含む西洋での開催になれば，同じよう
な参加状態に戻るだろう。
　ICDHS はデザイン史デザイン論をおもな
対象とした唯一の国際会議で，多くの国際会
議が英語文化圏を中心としているのに対して，
英米中心ではない運営体制と参加者構成の，
その意味でアジアの研究者にとっても理想的
な国際会議である。しかし，現在のアジアか
らの参加状況からしても，アジアでの開催は
せいぜい４ないし５回に１回，つまり８年か
ら10年に１回程度のものになるだろう。
　ICDHS の中南米での開催は，2000年の第
２回（キューバ・ハバナ），2004年にメキシ
コ第２の都市グアダラハラで開催された第４
回以来３度目だが，国際会議の運営や，この
会議に大きな割合を占めるスペイン語系，ポ
ルトガル語系の参加者の国際コミュニケー
ション能力，英語力はこの10年で見違えるほ
どに向上した。ICDHS 以外の国際会議では，
特定の言語を使用する参加者が相当な数に達
すると，その言語（例えばスペイン語）をそ
の会議の公用語に加えよといった提案がなさ
れることがあるが，ICDHS ではそのような
動きはない。スペイン語系・ポルトガル語系
の若い世代の参加者の英語力は年々向上して
おり，英語が必ずしも得意ではない中堅やベ
テランの研究者たちも，将来を見据えて現実
的あるいは実際的な判断をしているのだろう。
　日本はデザインの研究では，他のアジア諸
国やスペイン語・ポルトガル語圏諸国と比べ
ても，はるかに長い歴史を持っているが，研
究レベルの差は縮小しており，国際発信力か
らすれば明らかに不利な状況にある。大学等
で定職にある中堅以上の研究者は開催地がい
かに遠方でも参加できるが，非常勤講師等を
務める若い研究者や大学院生にとっては，遠
い海外で行われる国際会議への参加は簡単で
はない。隔年開催の ICDHS の第９回会議は
ポルトガルのアヴェイロでの2014年の開催が
決まったが，時期は欧米の研究者にとって都
合のいい７月初頭で，授業がある日本の若手
教員や大学院生にとっては，参加は容易では
ない。この領域での積み重ねのある日本を一
つの中心にして，アジアで定期的にこの分野
での国際会議を開催することが望まれる。
第８回 ICDHS（マッケンジー・プレスビテリアン大学オーディト
リウム）
